
第19号　　　平成20年 3月28日

セ
イ
ロ
ン
か
ら

　
象
が
や
っ
て
き
た
！

覚（象の各部位の長さ等書上）苅部家文書

　

象
は
将
軍
へ
の
献
上
物
と
し
て
、
室
町

時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
数
度
に
わ

た
っ
て
渡
来
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
右
の
文
書
は
、
象
を
次
の
宿

場
へ
送
る
た
め
の
継
立
に
際
し
て
書
か
れ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
体
の
大
き
さ
や

鼻
の
長
さ
な
ど
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
下
の
絵
は
長
崎
へ
紅
毛
人
が
連
れ
て

き
た
五
歳
の
牝
の
象
で
す
。
「
真
写
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
象
を
前
に
し
て

描
か
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
皺
や
体
毛
が

丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

文化癸酉紅毛人持渡象之図（新井家文書）
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展
示
を
終
え
て

か
な
が
わ
の
道

ー
大
山
詣
か
ら
通
信
使
ま
で
ー

開
催
期
間　

平
成
二
〇
年
一
月
二
四
日
～
三
月
九
日

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

岩

倉

具

視

の

書

簡

開
催
期
間　

平
成
二
〇
年
一
月
一
〇
日
～
二
月
二
九
日

　

今
回
の
企
画
展
示
「
か
な
が
わ
の
道―

大
山
詣
か
ら
通
信
使
ま
で―
」
で
は
、
県

内
を
通
る
道
に
焦
点
を
あ
て
て
そ
こ
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
を
再
現
し
て
み
ま
し
た
。

　

 

「
第
一
章　

街
道
と
関
所
」
で
は
、
県

内
に
は
幕
府
の
直
轄
道
で
あ
る
東
海
道
や

甲
州
道
中
が
通
っ
て
お
り
、
江
戸
に
近
い

た
め
に
防
禦
拠
点
と
し
て
の
関
所
が
八
か

所
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
川
や
海
の
警

備
の
た
め
の
番
所
（
荒
川
・
奥
畑
等
）
も

置
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
、
各
関
所
あ

て
の
通
行
手
形
や
、
関
所
に
関
連
す
る
文

書
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

 

「
第
二
章　

宿
場
と
茶
屋
」
で
は
、
宿

場
町
の
様
子
を
本
陣
の
屋
敷
図
や
、
宿
場

の
往
還
絵
図
な
ど
で
見
て
い
た
だ
き
ま
し

企画展示ポスター

た
。
神
奈
川
宿
の
高
札
（
駄
賃
並
人
足
賃

銭
之
儀
）
も
ご
覧
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。

　

第
三
章
・
第
四
章
は
、
大
山
信
仰
や
朝

鮮
通
信
使
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
展
示

し
ま
し
た
。
特
に
通
信
使
の
資
料
は
寛
延

元
年
（
第
十
回　

一
七
四
八
）
と
明
和
元

年
（
第
十
一
回　

一
七
六
四
）
の
も
の
が

わ
り
と
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら
御
馳
走
（
通
信

使
一
行
へ
の
接
待
な
ど
）
や
宿
場
で
の
交

流
の
様
子
が
わ
か
る
も
の
を
選
び
ま
し
た
。

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

神奈川町宿入口土居絵図

神奈川宿本陣石井家文書

　

平
成
一
九
年
度
第
五
回
の
ミ
ニ
展
示
は
、

岩
倉
具
視
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

岩
倉
具
視
は
下
級
公
家
の
出
身
で
し
た

が
、
王
政
復
古
に
関
与
し
、
明
治
新
政
府

に
お
い
て
は
外
務
卿
、
次
い
で
右
大
臣
と

い
う
要
職
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
書
簡
の
内
容
と
し
て
は
、
次
の
四

点
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
左
府
（
左
大
臣 

島
津
久
光
）
が
病
気

　

の
た
め
面
会
を
断
っ
て
き
た
こ
と
。

②
木
戸
孝
允
・
大
久
保
利
通
ら
が
政
体

　

（
立
憲
政
体
＝
憲
法
の
制
定
と
議
会
の

　

開
設
）
御
用
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
に

　

つ
い
て
、
念
の
た
め
（
書
簡
の
相
手
の
）

　

考
え
を
伺
い
た
い
と
い
う
こ
と
。

③
板
垣
退
助
の
（
政
体
取
調
御
用
で
の
）

　

席
次
に
つ
い
て
、
木
戸
ら
は
（
書
簡
の

　

相
手
の
）
考
え
の
通
り
に
す
る
と
の
こ

　

と
。

④
叙
服
（
喪
が
明
け
て
）
の
出
仕
に
つ
い

　

て
、
旧
関
白
・
将
軍
同
様
に
参
議
も
取

　

り
計
ら
う
こ

　

と
に
異
存
が

　

な
い
こ
と
。

　

年
代
は
、
木

戸
ら
が
政
体
取

調
御
用
に
任
じ

ら
れ
る
の
が
明

治
八
年
三
月
一

七
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の

書
簡
も
明
治
八

年
で
あ
る
と
断

定
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宛
て

先
は
不
明
で
す

が
、
内
容
か
ら

三
条
実
美
に
宛

て
た
も
の
で
は

な
い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

「岩倉具視書簡」　 山口コレクション（寄贈）
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ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

横
浜
市
の
学
童
集
団
疎
開

開
催
期
間　

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日
～
十
二
月
二
五
日

　

平
成
十
九
年
度
四
回
目
の
ミ
ニ
展
示
で

は
、
横
浜
市
の
学
童
集
団
疎
開
の
よ
う
す

を
、
当
館
が
所
蔵
す
る
「
葛
野
重
雄
氏
旧

蔵
資
料
」
を
用
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

葛
野
氏
は
戦
時
中
、
横
浜
市
の
職
員
と

し
て
大
が
か
り
な
疎
開
事
務
を
担
当
し
て

い
た
関
係
で
、
学
童
疎
開
に
関
わ
る
貴
重

な
資
料
を
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
疎
開
政
策
の
経
過
に

従
っ
て
、 

① 

「
学
童
疎
開
の
決
定
か
ら
出

発
ま
で
」
、 

② 

「
疎
開
先
で
の
よ
う
す
」
、

③ 

「
終
戦
そ
し
て
復
帰
」
と
い
う
よ
う
に

大
き
く
三
つ
の
テ
ー
マ
に
区
分
し
て
資
料

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

① 

「
学
童
疎
開
の
決
定
か
ら
出
発
ま
で
」

で
は
、
学
童
疎
開
実
施
の
基
礎
と
な
る

『
学
童
疎
開
促
進
要
綱
』
や
『
帝
都
学
童

集
団
疎
開
実
施
細
目
』
と
、
横
浜
市
に
お

け
る
児
童
た
ち
の
出
発
に
関
す
る
『
集
団

疎
開
児
童
見
込
数
』
、
『
人
員
輸
送
計
画
』

の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。
特
に
後
者
の

児
童
出
発
に
際
し
て
の
準
備
は
、
葛
野
氏

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
が
最
も
頭
を
痛

め
た
作
業
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

② 

「
疎
開
先
で
の
よ
う
す
」
で
は
、
農

村
部
と
温
泉
地
に
お
け
る
宿
舎
の
相
違
や

赤
痢
発
症
な
ど
の
疾
病
対
策
、
さ
ら
に
戦

局
が
悪
化
す
る
中
で
の
疎
開
地
へ
の
敵
機

襲
来
な
ど
の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。
疎

開
先
に
お
け
る
先
生
方
の
苦
労
が
最
も
現

わ
れ
て
い
る
資
料
で
す
。

　

③ 

「
終
戦
そ
し
て
復
帰
」
で
は
、
復
帰

に
関
す
る
通
牒
と
『
復
帰
輸
送
実
施
計
画
』

を
展
示
し
ま
し
た
。
復
帰
の
実
施
も
特
に

横
浜
市
の
場
合
、
占
領
軍
に
接
収
さ
れ
た

関
係
で
困
難
を
極
め
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
展
示
で
は
身
近
な
資
料
も

展
示
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。学童集団疎開復帰ニ関スル件

 

「
大
正　

～
昭
和　

年
度　

文
書

編
集
種
別
類
目
」（
Ｈ　
　
　
　

）

所

蔵

資

料

紹

介

　

こ
の
史
料
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）

年
度
に
総
務
部
法
務
文
書
課
よ
り
当
館
に

引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
『
文
書
編
纂

（
集
）
種
別
類
目
』
の
冊
子
と
そ
の
改
正

に
関
わ
る
起
案
文
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
文
書
編
纂
種
別
類
目
は
、
完
結
文

書
の
整
理
と
保
存
の
基
準
と
な
る
も
の
で
、

神
奈
川
県
庁
処
務
細
則
や
神
奈
川
県
文
書

取
扱
規
程
で
定
め
ら
れ
た
種
別
（
保
存
期

限
別
）
の
文
書
類
目
に
基
づ
い
て
、
各
課

別
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
期
の
文
書

管
理
制
度
と
そ
の
改
正
の
過
程
の
一
端
を

示
す
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
神
奈
川
県
庁
に

お
け
る
文
書
管
理
の
歴
史
を
知
る
上
で
、

貴
重
な
史
料
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
つ

に
は
、
戦
時
期
に
お
け
る
積
極
的
な
公
文

書
廃
棄
の
事
実
を
示
し
て
い
る
点
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
戦
前
の
神
奈
川
県
の
公
文
書

に
つ
い
て
は
、
明
治
期
の
県
庁
舎
火
災
、

関
東
大
震
災
、
敗
戦
時
の
米
軍
上
陸
を
前

に
し
た
焼
却
な
ど
で
、
そ
の
多
く
が
失
わ

れ
た
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
の
処
務
細
則
の

改
正
に
関
す
る
文
書
は
、
す
で
に
敗
戦
前

に
多
く
の
公
文
書
が
失
わ
れ
て
い
た
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
研
究
で
は
、
愛
知
県
、
埼
玉
県
、

台
湾
総
督
府
に
お
い
て
、
敗
戦
前
に
大
量

の
公
文
書
を
廃
棄
し
て
い
た
事
実
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
一
九
四
四
年
二
月
二
二
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
を
契

機
と
し
て
い
ま
し
た
。
学
徒
動
員
の
徹
底
、

生
活
の
簡
素
化
、
高
級
娯
楽
の
廃
止
な
ど

を
定
め
た
、
こ
の
要
綱
に
は
、「
保
有
物
資

ノ
積
極
的
活
用
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
物
資
ノ
保
存
年
限
等
ヲ
極
度
ニ

短
縮
」
し
「
積
極
的
ナ
ル
活
用
供
出
ヲ
図

ル
」
も
の
で
、
公
文
書
も
そ
の
対
象
で
あ

り
、
廃
棄
文
書
は
再
生
紙
の
原
料
に
充
て

る
と
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
三
月
の
神
奈
川

県
庁
処
務
細
則
の
改
正
も
、
こ
の
よ
う
な

「
国
家
ノ
意
図
ニ
即
応
ス
ベ
ク
」
進
め
ら

れ
た
も
の
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
廃
棄
文
書
の
目
録
や
統

計
的
な
資
料
な
ど
を
確
認
で
き
て
い
な
い

た
め
、
こ
の
改
正
に
よ
る
文
書
廃
棄
の
詳

細
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
を

検
討
す
る
こ
と
で
、
一
九
四
四
年
段
階
、

敗
戦
時
、
そ
し
て
戦
後
に
お
け
る
神
奈
川

県
の
公
文
書
廃
棄
の
実
態
を
解
明
す
る
手

が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

昨
今
、
公
文
書
管
理
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
史
料
に
学

ぶ
べ
き
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

『文書編纂種別類目』
 昭和19年 3月改正
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●
古
文
書
資
料

佐
々
木
家
文
書
（
寄
託
資
料
）

　

江
戸
時
代
に
相
模
国
津
久
井
県
牧
野
村

馬
本
組
の
組
頭
、
明
治
初
年
組
の
副
戸
長

を
務
め
た
佐
々
木
六
郎
座
衛
門
の
家
（
勝

重
氏
）
に
伝
来
し
た
慶
長
九
年
（
一
六
〇

四
）
の
地
詰
帳
写
か
ら
大
正
五
年
（
一
九

一
六
）
に
至
る
文
書
群
で
す
。
当
家
文
書

に
は
、
明
治
期
、
戸
長
役
場
の
租
税
・
村

入
用
・
戸
籍
・
田
畑
反
別
取
調
等
村
政
に

関
す
る
文
書
を
は
じ
め
、
炭
焼
き
、
養
蚕

等
産
業
に
関
す
る
史
料
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

村
入
用
の
帳
面
（
文
書
表
題
「
円
銭
割

合
帳
」
）
で
二
ヶ
月
ご
と
に
徴
収
さ
れ
る

学
校
入
費
を
見
る
と
、
中
尾
学
校
明
治
八

年
度
の
月
謝
は
一
人
に
付
き
十
二
銭
五
厘

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
繭
糸
出
産
高
書
上
之
扣
）

　

農
民
が
江
戸
時
代
に
農
間
余
業
と
し
て

い
た
、
蚕
を
育
て
繭
を
造
り
製
糸
・
織
物

に
す
る
蚕
糸
織
物
産
業
は
、
明
治
期
に
入

る
と
農
作
物
の
生
産
高
を
上
回
り
、
商
品

経
済
の
産
業
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
「
繭
糸
出
産
高
書
上
之
扣
」

（
明
治
六
年
）
に
は
、
繭
収
納
高
、
生
糸

生
産
高
、
生
糸
売
払
高
、
残
糸
高
（
竪
糸

と
し
て
）
、
屑
糸
高
（
横
糸
と
し
て
）
の

項
目
別
に
生
産
量
が
書
上
げ
て
あ
り
、
商

品
価
値
を
求
め
た
生
産
へ
の
有
り
様
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
二
〇
年
度
行
事
の
ご
案
内

展
示
の
ご
案
内

★
通
常
展
示

 

・ 

「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

　

四
月
二
六
日　

～
九
月
一
四
日

★
企
画
展
示

 

・ 

「
か
な
が
わ
の
国
際
交
流
」

　

九
月
二
五
日　

～
一
一
月
二
二
日

 

・ 

「
古
文
書
に
み
る
か
な
が
わ
の
産
業
」

　

―

開
港
開
国
一
五
〇
周
年
記
念
プ
レ
展
示―

　

 

「
異
国
船
の
渡
来
と
県
内
の
動
き
」

　

一
月
二
二
日　

～
三
月
八
日

★
ミ
ニ
展
示

 

・ 

「
戸
長
役
場
の
仕
事
」

　

五
月
一
〇
日　

～
七
月
一
〇
日

 

・ 

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
か
な
が
わ
」

　

七
月
一
三
日　

～
九
月
一
〇
日

 

・ 

「
朝
鮮
通
信
使
」

　

九
月
一
三
日　

～
一
一
月
六
日

 

・ 

「
基
地
で
は
た
ら
く
人
々
を
め
ぐ
っ
て
」

　

一
一
月
九
日　

～
一
月
七
日

 

・ 

「
開
国
と
地
域
」

　

一
月
一
〇
日　

～
三
月
四
日

 

・ 

「
開
国
一
〇
〇
年
記
念
行
事
」

　

三
月
七
日　

～
三
月
三
一
日

★
常
設
展
示

　

四
月
一
六
日　

～
三
月
三
一
日

 

・ 

「
生
活
改
善
運
動
と
神
奈
川
」

 

・ 

「
占
領
期
の
教
育
」

 

・ 

「
相
模
川
河
水
統
制
事
業
」

 

・ 

「
古
文
書
所
在
調
査
」

 

・ 

「
古
文
書
の
修
復
」

★
そ
の
他

 

・ 

「
新
収
集
資
料
の
紹
介
」

　

一
二
月
二
日　

～
一
二
月
二
七
日

講
座
の
ご
案
内

 

・
古
文
書
解
読
中
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

五
月
一
八
日　

～
六
月
一
五
日　

の
各

　

日
曜
日
（
全
五
回
）

 

・
古
文
書
解
読
上
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

一
〇
月
一
二
日　

～
一
〇
月
二
六
日

　

の
各
日
曜
日
（
全
三
回
） 

 
・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　

一
二
月
七
日　

 

（
予
定
）

 

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

二
月
一
日　

～
三
月
八
日　

の
各
日
曜

　

日
（
全
六
回
）

★
講
演
会

 

・
昭
和
の
日
記
念
講
演
会
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

四
月
二
七
日　

午
後
二
時
～
四
時

 電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）下車／徒歩17分又は

交通の案内 相鉄バス｢運転試験場循環｣行きで「運転試験場」下車徒歩 3分

 車 の 場 合 「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

館
利
用
の
ご
案
内

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
十
九
号
）

　

平
成
二
〇
年
三
月
二
八
日
発
行

　
　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　
　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　
　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　
　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

―4―
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（土）

（木）

（日）

（土）

（木）

（日）

（水）（木）

（土）

（日）

（水）

（土）

（水）（火）

（土）
（水）

（火）

（火）

（土）

（日）

（日）

（日）

（日）
（日）

（日）

（日）

（日）




